
医療、研究、教育に最適な画像リソース





標本をデジタルデータに変換
臨床
スライドグラスのデジタル化は細胞学、組織学および臨床病理

学でより速く、より効率的な仕事を行うために不可欠なアプロー

チです。

デジタルスライドライブラリの主な利点は次のとおりです：

• 患者の組織情報の半永久的な保管

• 長期的な研究のためのデータベースの構築が容易

• 日常業務簡素化

• 臨床医や専門医との共有が可能

• 時差や国境を越えたネットワーキングを可能に

デジタル化された組織の情報は世界中のエキスパートに迅速

に「セカンドオピニオン」としてどこにでも送信できます。

MoticEasyScanは、さまざまなソースから高品質の画像を生成

および共有するための効率的なツールです。ソフトウェアは、

シンプルで簡単なため、誰でも容易にデータを取得できます。

教育
デジタル化されたスライドは、教育現場で高速かつ簡単にアク

セスできるツールです。よって典型例や希少症例、正常組織所

見などを勉強中の若手の医師や生徒に同時に提示できます。

• スライドが破損するリスクなし

• 同一の情報を共有可能



特別に設計された高NAプランアポクロマート化様の対物レンズ20X/0.75を実装することにより、色の忠実度と解像度を最大化します。

さらに、大きな2/3インチのCCDセンサーとの組み合わせにより、一瞬で大きな領域をキャプチャすることによりスキャン時間を大幅に短

縮し、同時に高倍率40Xレンズの画像情報を表示できます。

スライドトレイ内の1枚毎に、カスタマイズされたスキャンモードを選択できます。厚さの一定でない組織スライドでは、「標準AF」の代わ

りに「高精度」AF（マルチフォーカスアプローチ）が必要な場合があります。

細胞診などの厚いセクションは、「zスタック」モードまたは「EDF」モード（最大投影）で処理できます。どちらの方法でも、最初（Normal 
scan）サンプルレイヤーの数を選択できます。 EDFモードは、焦点の合った全てのレイヤーを最終的に1つの画像として提示します。

寿命が25.000時間以上の内蔵した10ワットLEDは、5500〜6000Kの最適化された色温度で、明視野サンプル用のニュートラルな

画像背景を提供します。

毎日のワークフローを改善



• 画像サムネイルと基本的な画像情報を備えたビューアイン  

 ターフェイス

• 最終画像のための微調整

• スライドマークアップ用のアノテーションツール

• スケールバーマーキング測定

• サイズの評価カウントを容易にするためのグリッド、マスクな  

 どによるオーバーレイ機能

• データセキュリティのためのスライド情報の暗号化

• 並列画像比較（参照画像と現在のケース）

• 複数画像の同期移動/ズーム

• 独自の.DS形式での画像エクスポート。

 （.jpgおよび.jpg2000.SVS形式）との互換性

• 画像情報と追加データを組み合わせるDS形式

 （PDF、WORDレポート、患者のバーコード）

 さらにオプション契約により。以下も可能になります。

• クラウドサーバーでのアップロード

• インターネットスライドライブラリ用のデジタルスライド管理ソ  

 フトウェア

• 設定可能なユーザー権限（読み取り/書き込み）を設定した  

 グループディスカッションと教育のための会議ツール

• ビューアーソフトウェアMotic DSAssistantの無料ダウンロ  

 ード

• サードパーティソフトウェアの互換性のためのデータエクス  

 ポート

バーコードを介したスライドラベリングにより、スキャンプロセス

を毎日のワークフローに簡単に統合できます。標準のスキャン

設定はパスワードで保護されており、個々の要件に応じて変更

できます。

ガラススライドの標本をデジタルに変換すると

DSAAsassistantViewerを介して様々な画像処理が可能

になります。

画像処理
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